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＊ 回答者の役職・職種は、「② 副校長・教頭」が79.4%で最も多く、次いで「④ 養

護教諭」が9.1%となっています。 

回答者の役職・職種 問１ 

＊ 回答者の学校区分は、「① 中学校」が65.4%、「② 中等教育学校」が0.2%、「③ 高

等学校」が33.3%となっています。 

回答者の学校区分 問２ 

＊ 回答者が所属する学校の所在地は、「② 道央」が43.5%で最も多く、次いで「③ 

道北」が20.4%となっています。 

回答者が所属する学校の所在地 問３ 

① 1.3%

② 79.4%

③ 4.9%

④ 9.1%

⑤ 5.3%

① 校長

② 副校長・教頭

③ 主幹教諭・主任

④ 養護教諭

⑤ その他

ｎ＝561 

① 65.4%

② 0.2%

③ 33.3%

④ 1.1%

① 中学校

② 中等教育学校

③ 高等学校

④ 無回答

ｎ＝561 

① 8.3%

② 43.5%
③ 20.4%

④ 9.4%

⑤ 8.0%

⑥ 10.4%

① 道南

② 道央

③ 道北

④ オホーツク

⑤ 十勝

⑥ 釧路・根室

ｎ＝561 
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＊ SSWの派遣・配置状況は、「④ 要請に応じて随時」が74.1%で最も多く、次いで

「⑤ その他」が16.0%となっています。 

スクールソーシャルワーカー（SSW）の派遣・配置状況 問４(１) 

＊ SCの派遣・配置状況は、「③ 月に数回以下」が65.3%で最も多く、次いで「④ 要

請に応じて随時」が20.4%となっています。 

スクールカウンセラー（SC）の派遣・配置状況 問４(２) 

＊ 要支援生徒が抱える課題の内容は、「② 精神的な不安定さがある」が85.5%で最

も多く、次いで「① 休みや遅刻、早退が多い」が77.5%となっています。 

要支援生徒が抱える課題の内容 問５ 複数回答 

① 0.5%

② 2.8%

③ 6.6%

④ 74.1%

⑤ 16.0%

① 週２～３回

② 週１回

③ 月に数回以下

④ 要請に応じて随時

⑤ その他

ｎ＝561 

① 1.1% ② 7.2%

③ 65.3%

④ 20.4%

⑤ 6.0%
① 週２～３回

② 週１回

③ 月に数回以下

④ 要請に応じて随時

⑤ その他

ｎ＝561 

50.3%

54.0%

44.2%

43.5%

42.2%

61.0%

40.6%

85.5%

77.5%

⑨ 授業中の居眠りなどがある

⑧ 学校諸納金の支払い遅れや未払い

⑦ 修学旅行など行事の欠席

⑥ 部活を途中で辞めた

⑤ 忘れ物や提出遅れが多い

④ 学力が低下している

③ 整容面に問題がある

② 精神的な不安定さがある

① 休みや遅刻、早退が多い

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

ｎ＝561 
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＊ 要支援生徒への対応方法は、「② 不登校支援以外の枠組みで対応」が38.7%で最

も多く、次いで「① 不登校支援の枠組みで対応」が37.0%となっています。 

要支援生徒への対応方法 問６ 

＊ 要支援生徒に関する情報共有や検討の場は、「③ 生徒指導部や委員会など」が

84.9%で最も多く、次いで「② ケース会議」が32.1%となっています。 

要支援生徒に関する情報共有や検討の場 問７(１) 

＊ 参加者の役職・職種は、「② 副校長・教頭」が96.1%で最も多く、次いで「④ 担

任教諭」が91.3%となっています。 

検討の場（スクリーニング会議）に参加する職員の役職・職種 問７(２) 

複数回答 

複数回答 

① 37.0%

② 38.7%

③ 22.0%

④ 2.3%

① 不登校支援の枠組みで対応

② 不登校支援以外の枠組みで対応

③ 個別に対応

④ その他

ｎ＝561 

5.2%

84.9%

32.1%

13.7%

④ その他

③ 生徒指導部や委員会など

② ケース会議

① スクリーニング会議

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

33.5%

17.2%

12.4%

73.6%

91.3%

92.8%

72.6%

96.1%

67.2%

⑨ その他

⑧ ＳＣ

⑦ ＳＳＷ

⑥ 養護教諭

⑤ 生徒指導担当

④ 担任教諭

③ 学年主任

② 副校長・教頭

① 校長

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ｎ＝62 

ｎ＝461 
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＊ 開催頻度は、「② 月に１回程度」が63.1%で最も多く、次いで「⑤ 必要時に随時

開催」が30.1%となっています。 

検討の場（スクリーニング会議）を開催する頻度 問７(３) 

＊ 参加者の役職・職種は、「④ 担任教諭」が95.1%で最も多く、次いで「② 副校長・

教頭」が83.9%となっています。 

検討の場（ケース会議）に参加する職員の役職・職種 問７(４) 

＊ 開催頻度は、「⑤ 必要時に随時開催」が72.3%で最も多く、次いで「② 月に１回

程度」が30.5%となっています。 

検討の場（ケース会議）を開催する頻度 

 

問７(５) 

複数回答 

複数回答 

複数回答 

30.1%

11.1%

22.2%

63.1%

17.9%

⑤ 必要時に随時開催

④ 年に１回程度

③ 半年に１回程度

② 月に１回程度

① ２週間に１回以上

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70

ｎ＝62 

27.6%

24.5%

15.0%

69.6%

63.1%

95.1%

70.8%

83.9%

47.5%

⑨ その他

⑧ ＳＣ

⑦ ＳＳＷ

⑥ 養護教諭

⑤ 生徒指導担当

④ 担任教諭

③ 学年主任

② 副校長・教頭

① 校長

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ｎ＝184 

72.3%

8.3%

11.6%

30.5%

10.1%

⑤ 必要時に随時開催

④ 年に１回程度

③ 半年に１回程度

② 月に１回程度

① ２週間に１回以上

0 10 20 30 40 50 60 70 80

ｎ＝184 
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＊ 参加者の役職・職種は、「⑤ 生徒指導担当」が92.1%で最も多く、次いで「② 副

校長・教頭」が86.3%となっています。 

検討の場（生徒指導部・委員会）に参加する職員の役職・職種 

 

問７(６) 

＊ 開催頻度は、「⑤ 必要時に随時開催」が49.2%で最も多く、次いで「② 月に１回

程度」が41.5%となっています。 

検討の場（生徒指導部・委員会）を開催する頻度 問７(７) 

＊ 参加者の役職・職種は、「③ 学年主任」「⑤ 生徒指導担当」が57.1%で最も多く、

次いで「④ 担任教諭」が52.4%となっています。 

検討の場（その他）に参加する職員の役職・職種 問７(８) 

複数回答 

複数回答 

複数回答 

16.6%

9.2%

2.6%

84.5%

92.1%

81.0%

52.1%

86.3%

30.8%

⑨ その他

⑧ ＳＣ

⑦ ＳＳＷ

⑥ 養護教諭

⑤ 生徒指導担当

④ 担任教諭

③ 学年主任

② 副校長・教頭

① 校長

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ｎ＝380 

49.2%

4.8%

3.8%

41.5%

14.3%

⑤ 必要時に随時開催

④ 年に１回程度

③ 半年に１回程度

② 月に１回程度

① ２週間に１回以上

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

11.7%

50.0%

33.3%

47.6%

57.1%

52.4%

57.1%

47.6%

47.6%

⑨ その他

⑧ ＳＣ

⑦ ＳＳＷ

⑥ 養護教諭

⑤ 生徒指導担当

④ 担任教諭

③ 学年主任

② 副校長・教頭

① 校長

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60

ｎ＝10 

ｎ＝184 
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＊ 開催頻度は、「② 月に１回程度」が42.9%で最も多く、次いで「③ 半年に１回程

度」が33.3%となっています。 

検討の場（その他）を開催する頻度 問７(９) 

＊ 関係機関との連携体制は、「① ある」が51.9%、「② ない」が43.8%で、概ね同程

度の割合となっています。 

要保護ケースへの対応を検討する関係機関との連携体制 問８(１) 

＊ 連携先の関係機関は、「① 市区町村の教育委員会」が72.8%で最も多く、次いで

「⑥ 児童相談所」が67.6%となっています。 

要対協※登録ケースに関する連携先 問８(２) 

複数回答 

複数回答 

26.2%

16.7%

33.3%

42.9%

16.7%

⑤ 必要時に随時開催

④ 年に１回程度

③ 半年に１回程度

② 月に１回程度

① ２週間に１回以上

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

① 51.9%

② 43.8%

③ 4.3%

① 連携する関係機関がある

② 連携する関係機関がない

③ その他

ｎ＝561 

11.7%

27.9%

18.1%

67.6%

27.2%

41.1%

46.9%

32.4%

72.8%

⑨ その他

⑧ 医療機関

⑦ 民生委員

⑥ 児童相談所

⑤ 教育支援センター

④ 要対協の調整機関

③ 市区町村の保健福祉部門

② ＳＳＷ

① 市区町村の教育委員会

0 10 20 30 40 50 60 70 80

※ 要保護児童対策地域協議会 

ｎ＝291 

ｎ＝10 
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＊ 関係機関との連携体制は、「① ある」が75.4%となっており、「② ない」の23.2%

を大きく上回っています。 

不登校ケースへの対応を検討する関係機関との連携体制 

 

問８(３) 

＊ 連携先の関係機関は、「① 市区町村の教育委員会」が62.3%で最も多く、次いで

「⑤ 教育支援センター」が34.0%となっています。 

不登校ケースに関する連携先 問８(４) 

＊ 関係機関との連携体制は、「① ある」が54.7%、「② ない」が41.7%で、概ね同程

度の割合となっています。 

その他の要支援ケースへの対応を検討する関係機関との連携体制 問８(５) 

複数回答 

① 75.4%

② 23.2%

③ 1.4%

① 連携する関係機関がある

② 連携する関係機関がない

③ その他

ｎ＝561 

10.2%

27.3%

7.4%

29.9%

34.0%

9.4%

28.4%

24.4%

62.3%

⑨ その他

⑧ 医療機関

⑦ 民生委員

⑥ 児童相談所

⑤ 教育支援センター

④ 要対協の調整機関

③ 市区町村の保健福祉部門

② ＳＳＷ

① 市区町村の教育委員会

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70

ｎ＝423 

① 54.7%

② 41.7%

③ 3.6%

① 連携する関係機関がある

② 連携する関係機関がない

③ その他

ｎ＝561 
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＊ 連携先の関係機関は、「① 市区町村の教育委員会」が60.2%で最も多く、次いで

「⑥ 児童相談所」が42.6%となっています。 

その他の要支援ケースに関する連携先 問８(６) 

＊ 「ヤングケアラー」という言葉の認知度は、「① 知っている(意識して対応)」「② 

知っている(特段対応なし)」を合わせると９割を超えています。 

「ヤングケアラー」という言葉の認知度 問９ 

＊ ヤングケアラーの実態把握は、「② 把握していない」が53.5%となっており、「① 

把握している」の31.6%を大きく上回っています。 

校内におけるヤングケアラーの実態把握 問10(１) 

複数回答 

15.3%

28.6%

9.7%

42.6%

18.9%

15.4%

34.3%

24.9%

60.2%

⑨ その他

⑧ 医療機関

⑦ 民生委員

⑥ 児童相談所

⑤ 教育支援センター

④ 要対協の調整機関

③ 市区町村の保健福祉部門

② ＳＳＷ

① 市区町村の教育委員会

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60

ｎ＝307 

① 38.3%

② 56.1%

③ 3.8%
④ 1.4%

⑤ 0.4%

① 知っている(意識して対応)

② 知っている(特段対応なし)

③ 具体的には知らない

④ 知らない

⑤ その他

ｎ＝561 

① 31.6%

② 53.5%

③ 14.9%

① 把握している

② 把握していない

③ その他

ｎ＝215 

中学校   ：③2.4%、②51.6%、①44.6% 

高校（全日）：③6.1%、②64.6%、①26.8% 

高校（定時）：③8.0%、②68.0%、①20.0% 
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＊ 実態把握をしていない理由は、「③ 表面化しにくく把握が困難」が95.9%で最も

多く、次いで「④ 本人や家族に問題意識がない」が47.9%となっています。 

実態把握をしていない理由 問10(２) 

＊ ヤングケアラーの把握方法は、「② 特定ツールの使用なし」が88.4%で最も多く、

次いで「③ その他」が7.6%となっています。 

ヤングケアラーの把握方法 問10(３) 

＊ 校内におけるヤングケアラーの有無は、「② いない」が58.5%となっており、「① 

いる」の20.3%を大きく上回っています。 

校内におけるヤングケアラーの有無 問11 

 

複数回答 

複数回答 

3.5%

47.9%

95.9%

18.5%

43.4%

⑤ その他

④ 本人や家族に問題意識がない

③ 表面化しにくく把握が困難

② 緊急度が高くないため把握していない

① ヤングケアラーへの認識が不足

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ｎ＝115 

7.6%

88.4%

4.7%

③ その他

② 特定ツールの使用なし

① チェックリスト等を使用

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

ｎ＝215 

① 20.3%

② 58.5%

③ 20.5%

④ 0.7%

① いる

② いない

③ わからない

④ 無回答

ｎ＝561 

中学校   ：①17.5%、②67.5% 

高校（全日）：①23.8%、②40.2% 

高校（定時）：①40.0%、②44.0% 
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＊ ケアの内容は、「① 幼い兄弟姉妹のケア」が71.5%で最も多く、次いで「② 買い

物・料理・洗濯・掃除等の家事」が47.5%となっています。 

ヤングケアラーが行っているケアの内容 問12 

＊ 事例の有無は、「③ ない(学校内で対応)」が46.5%となっており、「① ある(要対

協へ通告)」「② ある(要対協以外で支援)」の合計と概ね同程度になっています。 

ヤングケアラーを学校以外の関係機関につないだ事例の有無 問13(１) 

＊ 要対協へ通告したケースの性別は、「② 女性」が78.3%となっており、「① 男性」

の21.7%を大きく上回っています。 

要対協へ通告したケースの性別 問13(２) 

複数回答 

38.5%

12.5%

10.0%

15.9%

24.5%

47.5%

71.5%

⑦ 家計を支えるためのアルバイト

⑥ 家族の医療的ケア

⑤ 障がいのある兄弟姉妹のケア

④ 見守りや声掛け

③ 精神的に不安定な親のケア

② 買い物・料理・洗濯・掃除等の家事

① 幼い兄弟姉妹のケア

0 10 20 30 40 50 60 70 80

ｎ＝114 

① 12.3%

② 41.2%

③ 46.5% ① ある(要対協へ通告)

② ある(要対協以外で支援)

③ ない(学校内で対応)

ｎ＝114 

① 21.7%

② 78.3%

① 男性

② 女性
ｎ＝14 

中学校   ：①38.5%、②52.3%、③12.3% 

高校（全日）：①64.1%、②23.1%、③12.8% 

高校（定時）：①50.0%、②40.0%、③10.0% 
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Ｂ－❺ 中学校及び高等学校（公立） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 要対協へ通告したケースの学年は、「⑥ 高校３年生」が66.7%で最も多く、次い

で「② 中学２年生」が20.8%となっています。 

要対協へ通告したケースの学年 問13(３) 

＊ 要対協へ通告したケースの同居家族は、「① 母」が100.0%で最も多く、次いで

「④ 兄弟姉妹」が89.2%となっています。 

要対協へ通告したケースの同居家族 問13(４) 

＊ 要対協へ通告したケースの要ケア者※は、「① 母」が47.2%、「② 兄弟姉妹」が

87.5%となっています。 

要対協へ通告したケースの要ケア者（続柄） 問13(５) 

複数回答 

複数回答 

① 0.0%

② 20.8%

③ 8.3%

④ 0.0%

⑤ 0.0%

⑥ 66.7%

⑦ 4.2% ① 中学１年生

② 中学２年生

③ 中学３年生

④ 高校１年生

⑤ 高校２年生

⑥ 高校３年生

⑦ その他

ｎ＝14 

89.2%

6.7%

30.0%

100.0%

④ 兄弟姉妹

③ 祖父

② 父

① 母

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ｎ＝14 

87.5%

47.2%

② 兄弟姉妹

① 母

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

ｎ＝14 

※ 介護や援助を必要とする方 
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Ｂ－❺ 中学校及び高等学校（公立） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 要ケア者がケアを必要とする理由は、「① 幼い」が68.9%で最も多く、次いで「② 

精神疾患」が23.6%となっています。 

要対協へ通告したケースの要ケア者がケアを要する理由 問13(６) 

＊ ケアの内容は、「① 買い物・料理・洗濯・掃除等の家事」が62.5%で最も多く、

次いで「② 兄弟姉妹のケア(送迎等)」が58.3%となっています。 

要対協へ通告したケースが行っているケアの内容 問13(７) 

＊ 要ケア者が利用しているサービスは、「④ わからない」を除き、「① 通院や訪問

診療」が19.2%で最も多くなっています。 

要対協へ通告したケースの要ケア者が利用中のサービス 問13(８) 

複数回答 

複数回答 

複数回答 

11.1%

11.1%

15.3%

23.6%

68.9%

⑤ 依存症

④ 要介護

③ 病気や怪我

② 精神疾患

① 幼い

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70

ｎ＝12 

15.3%

26.4%

58.3%

62.5%

④ 見守り

③ 感情面のサポート

② 兄弟姉妹のケア（送迎等）

① 買い物・料理・洗濯・掃除等の家事

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70

ｎ＝14 

55.0%

17.5%

8.3%

19.2%

④ わからない

③ その他

② 福祉サービス

① 通院や訪問診療

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60

ｎ＝14 
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Ｂ－❺ 中学校及び高等学校（公立） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ ケアに関する状況把握をしている学校ごとの割合は、「① 中学校」「③ 高校(定

時)」が100.0%、「② 高校(全日)」が60.0%となっています。 

要対協へ通告したケースのケアに関する状況把握 問13(９) 

＊ 通告時の経由機関は、「① 教育委員会」が50.0%で最も多く、次いで「② 学校か

ら直接」が32.5%となっています。 

要対協へ通告した際の経由機関 問13(10) 

＊ 学校生活の状況は、「③ 整容面に問題がある」が57.5%で最も多く、次いで「⑥ 

学校諸納金の支払い遅れや未払い」が40.0%となっています。 

要対協へ通告したケースの学校生活の状況 問13(11) 

複数回答 

複数回答 

複数回答 

100.0%

60.0%

100.0%

③ 高校（定時）

② 高校（全日）

① 中学校

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ｎ＝14 

10.8%

32.5%

50.0%

③ その他

② 学校から直接連絡

① 教育委員会経由

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

ｎ＝14 

6.7%

6.7%

40.0%

10.8%

15.0%

57.5%

36.7%

19.4%

⑧ 居眠りが多い

⑦ 非常に疲れている様子がある

⑥ 学校諸納金の支払い遅れや未払い

⑤ 忘れ物や提出遅れが多い

④ 学力が低下している

③ 整容面に問題がある

② 精神的な不安定さがある

① 休みや遅刻、早退が多い

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60

ｎ＝14 
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Ｂ－❺ 中学校及び高等学校（公立） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 連携した関係機関は、「③ 要対協の調整機関」が67.5%で最も多く、次いで「① 

市区町村の教育委員会」が65.0%となっています。 

要対協へ通告したケースの対応で連携した関係機関 問13(12) 

＊ 要対協以外で支援したケースの性別は、「② 女性」が67.8%となっており、「① 男

性」の32.2%を大きく上回っています。 

 

要対協以外で支援したケースの性別 問13(13) 

＊ 要対協以外で支援したケースの学年は、「⑤ 高校２年生」が25.6%で最も多く、

次いで「④ 高校１年生」が18.2%となっています。 

要対協以外で支援したケースの学年 問 13(14) 

複数回答 

30.0%

15.0%

67.5%

30.0%

65.0%

⑤ 児童相談所

④ 教育支援センター

③ 要対協の調整機関

② 市区町村の保健福祉部門

① 市区町村の教育委員会

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70

ｎ＝14 

① 32.2%

② 67.8%

① 男性

② 女性
ｎ＝47 

① 5.9%

② 15.7%

③ 11.8%

④ 18.2%

⑤ 25.6%

⑥ 14.5%

⑦ 8.3% ① 中学１年生

② 中学２年生

③ 中学３年生

④ 高校１年生

⑤ 高校２年生

⑥ 高校３年生

⑦ その他

ｎ＝47 
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Ｂ－❺ 中学校及び高等学校（公立） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 要対協以外で支援したケースの同居家族は、「⑤ 兄弟姉妹」が78.4%で最も多く、

次いで「① 母」が77.4%となっています。 

要対協以外で支援したケースの同居家族 問13(15) 

＊ 要対協以外で支援したケースの要ケア者は、「① 母」が61.5%で最も多く、次い

で「④ 兄弟姉妹」が46.8%となっています。 

要対協以外で支援したケースの要ケア者（続柄） 問13(16) 

＊ 要ケア者がケアを必要とする理由は、「② 精神疾患」が44.9%で最も多く、次い

で「① 幼い」が39.7%となっています。 

要対協以外で支援したケースの要ケア者がケアを要する理由 問13(17) 

複数回答 

複数回答 

複数回答 

2.0%

78.4%

7.6%

8.6%

48.1%

77.4%

⑥ その他

⑤ 兄弟姉妹

④ 祖父

③ 祖母

② 父

① 母

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80

ｎ＝47 

46.8%

11.1%

9.5%

61.5%

④ 兄弟姉妹

③ 祖母

② 父

① 母

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70

ｎ＝47 

6.0%

7.1%

8.3%

44.9%

39.7%

⑤ 身体障がい

④ 発達障がい

③ 依存症

② 精神疾患

① 幼い

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

ｎ＝38 
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Ｂ－❺ 中学校及び高等学校（公立） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ ケアの内容は、「① 買い物・料理・洗濯・掃除等の家事」が63.9%で最も多く、

次いで「② 兄弟姉妹のケア(送迎等)」が40.9%となっています。 

要対協以外で支援したケースが行っているケアの内容 

 

問13(18) 

＊ 要ケア者が利用しているサービスは、「② 福祉サービス」が33.2%で最も多く、

次いで「④ わからない」が26.3%となっています。 

要対協以外で支援したケースの要ケア者が利用中のサービス 

 

問13(19) 

＊ ケアに関する状況把握をしている学校ごとの割合は、「① 中学校」が82.4%「② 

高校(全日)」が77.8%、「③ 高校(定時)」が75.0%となっています。 

要対協以外で支援したケースのケアに関する状況把握 

 

問13(20) 

複数回答 

複数回答 

複数回答 

20.6%

24.2%

37.7%

40.9%

63.9%

⑤ 薬剤管理

④ 見守り

③ 感情面のサポート

② 兄弟姉妹のケア（送迎等）

① 買い物・料理・洗濯・掃除等の家事

0 10 20 30 40 50 60 70

ｎ＝38 

26.3%

20.6%

33.2%

18.0%

④ わからない

③ その他

② 福祉サービス

① 通院や訪問診療

0 5 10 15 20 25 30 35 40

ｎ＝47 

75.0%

77.8%

82.4%

③ 高校（定時）

② 高校（全日）

① 中学校

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

ｎ＝47 
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Ｂ－❺ 中学校及び高等学校（公立） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 関係機関へつないだ際の経由機関は、「③ 学校から直接連絡」が55.0%で最も多

く、次いで「① 教育委員会経由」が19.6%となっています。 

要対協以外の関係機関へつないだ際の経由機関 

 

問13(21) 

＊ 学校生活の状況は、「② 精神的な不安定さがある」が50.9%で最も多く、次いで

「① 休みや遅刻、早退が多い」が50.4%となっています。 

要対協以外で支援したケースの学校生活の状況 

 

問13(22) 

＊ 連携した関係機関は、「① 市区町村の教育委員会」が28.2%で最も多く、次いで

「④ 児童相談所」が23.4%となっています。 

要対協以外で支援したケースの対応で連携した関係機関 

 

問13(23) 

複数回答 

複数回答 

複数回答 

15.0%

55.0%

7.6%

19.6%

④ その他

③ 学校から直接連絡

② ＳＳＷ経由

① 教育委員会経由

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60

ｎ＝47 

22.1%

21.9%

50.9%

50.4%

④ 忘れ物や提出遅れが多い

③ 学力が低下している

② 精神的な不安定さがある

① 休みや遅刻、早退が多い

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60

ｎ＝47 

23.4%

16.2%

22.9%

28.2%

④ 児童相談所

③ ＳＳＷ

② 市区町村の保健福祉部門

① 市区町村の教育委員会

0 5 10 15 20 25 30

ｎ＝47 
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Ｂ－❺ 中学校及び高等学校（公立） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 支援に必要な取組は、「② ヤングケアラーを知る（教職員）」が55.2%で最も多く、

次いで「① ヤングケアラーを知る（子ども自身）」が50.9%となっています。 

ヤングケアラー支援に必要な取組 問14 複数回答 

39.1%

49.2%

35.5%

37.6%

55.2%

50.9%

⑥ 学校が相談できる機関の確保

⑤ 教職員に相談しやすい関係の確保

④ ＳＳＷやＳＣの配置充実

③ ヤングケアラーの実態把握

② ヤングケアラーを知る（教職員）

① ヤングケアラーを知る（子ども自身）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60

ｎ＝561 

中学校   ：②65.9%、①58.1%、⑤61.6% 

高校（全日）：②47.6%、①42.7%、⑤42.1% 

高校（定時）：②52.0%、①52.0%、⑤44.0% 


